
 

 

 

 

令和元年 

 

第３回防府市議会定例会 

 

一  般  質  問 
 
 

９月９日（５人） 

１ 山田 耕治・２ 田中 健次・３ 今津 誠一・４ 河村  孝 

５ 石田 卓成 

９月１０日（４人） 

６ 山根 祐二・７ 和田 敏明・８ 宇多村 史朗・９ 曽我 好則 

９月１２日（４人） 

10 髙砂 朋子・11 清水 浩司・12 牛見  航・13 三原 昭治 

９月１３日（４人） 

14 清水 力志・15 山本 久江・16 久保 潤爾・17 安村 政治 

 

 

 

 



 

№ １ 山田 耕治  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 上山満之進翁の顕彰について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ５Ｓ運動の取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

３ 市民の健康づくり推進事業

について 

 

(1) 上山満之進翁の生誕１５０年事業に向けた

準備や戦略は？ 

 

(2) 上山満之進翁の防府への想いや功績を考慮

した場合、しっかりとそのことを伝えていく

ことが重要と考えるが如何か？  

 

(3) 一過性のイベントではなく、今後の顕彰に

向けた取り組みや啓発活動は？ 

 

 

(1) 職場環境の向上や効率的な業務の遂行に繋

げるための取り組みや教育はどのようなこと

をしているのか？  

 

(2) ５Ｓ運動を推進する計画を作るべきでは？ 

 

 

(1) 健康診断を推進する中で全国的にみる山口

県、防府市の受診率は？また、今後の受診率

向上に向けた取り組みは？  

 

(2) 市民を検診や講座等へ積極的に参加しても

らうためのサービスを考えてみては？ 



 

№ ２ 田中 健次  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 外国人住民との共生について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの権利条約（児童の権

利に関する条約）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 幼児教育・保育無償化につ

いて 

 

(1) 現在、外国人住民は何人おられるのか。その

国別内訳はどうなっているのか。 

 

(2) 在留資格別に分けて、特別永住者、永住者、

定住者、留学生、技能実習生等は、それぞれ

何人になっているのか。 

 

(3) 外国人住民に対する支援策として、何をし

ているのか。 

 

(4) 外国人住民との共生を進めるため、「多文化

共生推進プラン」を策定すべきではないか。 

 

 

(1) 子どもの権利条約についての教育委員会の

基本的な考えは。 

 

(2) 子どもの権利条約の広報、周知について 

 

(3) 子どもの意見表明権の尊重について 

 

(4) こども議会（小学生議会、中学生議会）の

開催について 

 

 

  １０月からの幼児教育・保育無償化により、

これまでより負担増となる世帯に対して軽減策

を実施すべきではないか。 



 

№ ３ 今津 誠一  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 中心市街地の活性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防府市中小企業サポートセ

ンターの現状 

 

(1) 駅北公有地の活用 

   新庁舎が現在地に建設されることが決まり、

その結果、もう一つの候補地であった駅北公

有地の活用が課題となっている。 

   活用の基本方針は、公有地を民間に払い下げ、

民間による開発に委ねることとされている。 

   昨年の１２月議会で売却を提案したが、その

後どのような検討がされてきたのか詳しい説明

を受けていない。現状を尋ねる。 

 

(2) 駅北公有地には旧商工会館の底地が含まれ

ている。商工会議所と市との間で賃貸借契約

が交わされているが、来年、契約が満了する。 

   築約６０年が経過し、老朽化も進んでいる

ため、契約の更新は考えにくい。今後どのよ

うな形で満了を迎えるのか尋ねる。 

 

(3) 中心市街地内の市道整備について、関係者

との間で協議がされていると聴くが、これに

ついて尋ねる。 

 

 

  当センターが開設され、約３ケ月が経過した。 

  中小企業者の利用状況、満足度、成果等に

ついて尋ねる。 

  又、早急な満足度調査の実施を求める。 



 

№ ４ 河村  孝  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 木育の推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校施設のバリアフリー化

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 行政手続きのネットでの対

応について 

 

  「木育（もくいく）」の取組は、全国で広

がり、木のおもちゃに触れる体験等を通じた

木育活動や、それらを支える指導者の養成の

ほか、関係者間の情報共有やネットワーク構築

等を促すイベントの開催など、様々な活動が林

野庁をはじめ行政や木材関連団体、ＮＰＯ、企

業等の幅広い連携により実施されている。 

   産業面だけではなく、教育、地域活性化、

子育て、環境、福祉など幅広い分野で注目さ

れている。特に本市では、山口県の「農林業

の知と技の拠点」の形成で、山口県林業指導

センターも統合対象施設となっている事もあり、

木育の推進を本市で行うべきではないか。 

 

 

  小・中学校施設は、児童生徒の学習・生活

の場であり、公教育を支える基本的施設であ

る。また、平成２４年に全小・中学校がコミ

ュニティ・スクールに指定され、地域住民が

学校行事に参加する機会も増加した。さら

に、生涯学習、文化、スポーツなどの活動の

場として利用される身近な公共施設であると

ともに、災害発生時には指定緊急避難場所・

指定避難所としての役割を果たす重要な施設

となっている。 

  今までの学校施設のバリアフリーの整備

は、どちらかといえば児童生徒対象が主眼と

した取組であったが、地域住民目線での取組

も主眼とするべきではないか。 

 

 

  児童手当の現況届の提出など、共働き家庭

等では来庁が難しく、このようなネットでの

オンライン手続きが求められている。さら

に、５月にデジタル手続法が国会で成立し、

順次、各自治体で導入される。本市での取組

のご所見を伺う。 



 

№ ５ 石田 卓成  

質  問  事  項 要          旨 
 
１ 上山満之進翁の顕彰と、絵画

『東台湾臨海道路』を通じた
台湾との交流について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 山口県央連携都市圏域での消

防通信指令業務の共同運用に
ついて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 農機レンタルと農繁期の応援

人材確保の取り組みについて 

 
(1) 絵画『東台湾臨海道路』ですが、いつ防府市

に返還され、その後は、どのような管理、展示
方法を予定されておりますでしょうか。 

 
(2) 絵画が返還された後は、私達、自民党市議員

団有志が従来から取り組んできた台湾との相互
交流が、これまで以上に多くの市民を巻き込む
形で、更に加速することが期待されますが、こ
の絵画を活用した台湾との交流に向けて、今後
どのような事を考えておられますでしょうか。 

 
 
(1) 現時点で、どの程度の経費削減効果が見込まれ

ていますでしょうか。導入時と、その後の維持管
理経費の見込みも、併せて教えてください。 

 
(2) 通信指令業務に係る人員削減効果は、その分、

現場に出る隊員数が増強でき、更なる市民サー
ビスの向上が期待できますが、現時点で、どの
程度の削減効果が見込まれていますでしょうか。 

 
(3) 災害時など各消防本部間の相互応援体制が、

これまで以上に強化されますが、どのような事
が可能になる見込みでしょうか。 

 
 
(1) 農業委員会で、農機レンタルの仕組みの構築

について、どのような内容であれば新たな取り
組みが可能なのかの協議がなされておりますが、
現在どのような形で協議が進んでいるのかを教
えてください。 

 
(2) 農繁期の応援人材確保の事業については、大

分県の佐伯市や竹田市が、取り組みをしており
まして、市議会の産業建設委員会でも、１０月
末に佐伯市で行われている「さいき農業サポート
人材バンク」の視察に伺わせて頂く予定になって
おります。この農繁期の人材確保の取り組みに
ついて、どのようにお考えでしょうか。 

 
(3) 総務省では昨年度より、地域が抱える課題の

解決のために、それぞれの地域の人々が持って
いる人・物・金・サービスを共有するための
新たな仕組みの構築について、シェアリング・
エコノミー活用推進事業（上限１，０００万円
全額補助）という形のモデル事業を行っており、
シェアリングによる農機レンタルや、農繁期の
応援人材確保の取り組みは、この事業の目的に
一致していると考えています。地方自治体が財
政難で苦しむ中にあって、現場の人々の声に寄
り添い、地域課題を解決できる仕組みの構築は、
まさに現場の人々が待ち望んでいるものでござ
います。このような国のモデル事業なども活用
しながら市としても来年度の予算の確保に向け
て全力で頑張って頂きたいと願っておりますが、
どのようにお考えでしょうか。 



 

№ ６ 山根 祐二  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 浄化槽の整備について 

 

 

 

 

 

 

２ 消費増税に対する景気対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 本市の汚水処理形態別人口について伺う。 

 

(2) 合併処理浄化槽への転換を促すための改正

浄化槽法が成立したが、今後のスケジュール

はどうか。 

 

 

(1) プレミアム付商品券購入対象者は住民税非

課税世帯と増税時に０歳から３歳半の子ども

を持つ世帯だが、該当者に対する対応状況は

どのようになっているのか。 

 

(2) 軽減税率実施について市内事業者への複数

税率対応レジ導入状況はいかがか。また、未

導入事業者への取り組みはどうするのか。 

 

(3) 中小小売店等でキャッシュレスで買い物を

すると原則５％のポイント還元が実施されるが

対象店舗のキャッシュレス決済の導入の状況

はいかがか。市としての今後の取り組みはど

うか。 

 

(4) 幼児教育・保育の無償化制度について 

  ア 幼児教育・保育の無償化制度が始まるが

本市における対象となる子どもは何人で、

そのうち保護者の手続きが必要となる場合

はどのような場合か。 

  イ 保護者や対象施設に対しては十分な説明

が必要だが、どのように取り組むのか。 

  ウ この制度は将来子どもを持ちたいと考え

る人にも希望を与えるものであるが、そう

いった人にも広く制度を周知すべきと考え

るがいかがか。 



 

№ ７ 和田 敏明  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ まちづくりについて 

 

 

 

 

 

２ 市道認定について 

 

 

 

 

３ 三世代同居定住促進事業に

ついて 

 

まちづくりについて 

ア 中心市街地活性化について 

 イ 周辺の核となる地域の活性化について 

  ウ 交通弱者・交通不便地域等の解消について 

 

 

(1) 認定基準について 

 

(2) 検討結果について 

 

 

三世代同居定住促進事業のあり方について 



 

№ ８ 宇多村 史朗  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 福祉タクシー利用券交付申請

書等の負担軽減について 

 

 

 

２ 農福連携の推進について 

 

 

 

 

３ ジャンボタニシ対策について 

 

現在市役所本庁窓口で行っている交付申請

手続きを市役所出張所でも行えるよう、改善

できないか。 

 

 

農水省と厚労省の省庁の垣根を超えた取り組

みである施策について防府市としてどのように

推進されて行くお考えか。 

 

 

(1) 対策を望む声が多いが、稲作農業者に、どの

ような指導をされているか。 

 

(2) 補助を行っている周南市・柳井市・田布施

町・平生町・山口市の平成３０年度の防除対

策に係る経費の補助実績について 

 

(3) 新年度において、何らかの方策を講じてい

ただきたいが如何か。 



 

№ ９ 曽我 好則  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ ふるさと納税について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防府市防災施設整備事業に

ついて 

 

  平成２０年から始まったふるさと納税は、

年々加熱する返礼品競争から、本年、返礼品

の価格を寄附額の３割以下に抑えることや地

場産品にすることなど、見直しが行われた。 

  本市においては、返礼品の調達する費用が

他市に比べ安価なため、いい地場産品があり

ながら、それが上手く活かされていなかった

と考える。返礼品の調達する費用を限度額

いっぱいにすれば、寄附金も増え、本市の財

政にも寄与するとともに、地場産品の売り上

げにも貢献できると考える。 

  これまでの返礼品の調達する費用も含めた

本市の考え方と課題及び今後の方針について

伺う。 

 

 

  現在、本市においては、防災施設整備事業

の設計・施工一括発注方式であるプロポーザ

ルによる事業者の公募を行っている。 

  防災施設整備の目的は、災害時支援機能と

して、周辺の海上輸送基地と連携し、野外活

動の拠点としての防災支援機能を有する防災

施設を設置、また、予定地周辺には、道の駅

潮彩市場防府や緑地などがあり、平常時は、

それらの既存施設と連携し、子どもから高齢者

までの多様な人の憩いの場となるファミリー

ゾーンを整備し、防災機能を有した大型複合

遊具等を設置するとなっているが、当該事業

で設置する具体的な施設、県との協力体制、整

備した後の期待する効果について伺う。 



 

№ １０ 髙砂 朋子  

質  問  事  項 要          旨 

 
１ 小児救急医療体制の充実に

ついて 
 
 
 
 
 
 
２ 病気療養中の児童生徒に対

する教育の充実について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 道路環境の整備について 

 
休日・夜間の小児救急医療体制整備について、

平成２５年、２７年、３０年の一般質問で取
り上げ、その充実を求め、要望を重ねてきた。 
子ども達の命と健康を守るために必要な体

制整備と考えるが、その後の検討状況、及び、
改めて本市の考えを伺う。 

 
 
(1) 病気療養中の児童生徒の実態について伺う。 
 
(2) 入院や退院後の治療等で教育が充分受ける

ことが出来ない児童生徒に対して、どのよう
な対応をしておられるか伺う。（通級、転学、
訪問教育、ＩＣＴ等の活用など）また、今後
の検討課題等を伺う。 

 
(3) 保護者、医療機関、その他関係機関との連

携について伺う。 
 
 
  平成３１年２月、都市計画道路環状一号線

の一部区間が供用開始。旧国道２号から国道
２号までの全線開通後の周辺道路環境の整備
について伺う。 



 

№ １１ 清水 浩司  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 防府読売マラソンについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ゴミ問題について 

 

(1) 第５０回大会に相応しい様な歓迎の看板や

幟を防府駅に設置したらいかがですか。 

 

(2) 防府駅シャトルバス乗車の場所の補助員の

増員はどうなっていますか。 

 

(3) 迂回地図の配布を是非して戴きたい。  

 

(4) ＩＰＣ部門におけるスペシャルドリンク手

渡しの補助員増員をして欲しいが、いかがで

すか。 

 

(5) 閉会式の開始時間はサブスリーランナーの

ゴール後にして欲しいが、いかがですか。 

 

 

(1) 最終処分場の延命策について 

 

(2) プラスチックゴミ対策について 



 

№ １２ 牛見  航  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ ＩＣＴ推進・タブレット端末

について 

 

 

 

 

２ レノファ山口との連携につ

いて 

 

 

 

 

３ パブリックコメント、市民

アンケートについて 

 

(1) 執行部のタブレット端末の導入状況と活用

状況について 

 

(2) 新庁舎建設に関わるＩＣＴ推進について 

 

 

(1) プロスポーツチームとの連携についての考

え方、現状の取組について 

 

(2) 今後の地域連携の可能性について 

 

 

  現状の実施方法、回収率について 



 

№ １３  三原 昭治  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 自動車のペダル踏み間違い

防止装置の補助金制度につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公共トイレの整備について 

 

  高齢ドライバーによる自動車のペダル踏み

間違い事故が多発している。この対策として

東京都をはじめ、全国の各自治体では、急加

速抑制装置として機能する安全運転支援装置

設置について、補助金事業を実施しているが、

市民の安全・安心が第一と唱える防府市にお

いても、悲惨な交通事故を防ぐため安全運転

支援装置設置に対して補助金制度を設けるべ

きでは。 

 

 

市では、観光元年と位置付け、観光振興に

向けて諸施策に取り組んでいるが、観光客等

へのおもてなしの観点から、欠かすことので

きない公共トイレの整備状況は。 



 

№ １４ 清水 力志  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 競輪事業について 

 

 

２ 国民健康保険の保険者努力

支援制度について 

 

 

 

 

 

 

３ 就学援助制度について 

 

本市における、競輪事業の意義を伺う。 

 

 

(1) 本市における国民健康保険の保険者努力支

援制度の取り組みの評価は。 

 

(2) ２０１９年度より減点方式が導入されたが、

具体的にどのような項目が減点対象となる

のか。 

 

 

昨年度より新入学児童生徒学用品費の支給

時期が入学前と前倒しされたが、小学校入学

の場合、特別支援教育就学奨励費の需要額測

定に用いる保護基準額の年齢区分が５歳だと

聞いた。本来、小学校に入学するのは６歳で

あり、６歳の区分で計算してはいかがか。 



 

№ １５ 山本 久江  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 農業振興施策について 

 

 

 

 

 

２ 高齢者福祉について 

 

 

 

３ 市営住宅の管理について 

 

 

 

 

 

 

 

４ 子育て支援について 

 

「農林業の知と技の拠点」整備は、２０２２

年４月からの供用開始をめざすとされているが、

現在の取組み状況及び農道３期工区の進捗状

況はどのようになっているか。 

 

 

加齢性難聴者の補聴器購入助成の創設につ

いて 

 

 

(1) 「公営住宅管理標準条例（案）について」

の改正に基づく通知が出されているが、市の

見解はどうか。 

 

(2) 老朽化した市営住宅の計画的な建替えや改

善を今後どのようにすすめるか。 

 

 

  市立保育所の民営化計画について、民間委

託等推進計画では、今年度も引き続き、民営

化の検討を進めることになっているが、どの

ような理由か。 



 

№ １６ 久保 潤爾  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 平成３０年度決算を受けて

の財政運営について 

 

平成３０年度決算の実質単年度収支は、約

６億９千万円の赤字となり、前年度に比して

約４億４千万円赤字額が減少したものの、５

年連続の赤字計上となった。 

毎年、財政調整基金を取り崩す運営が続い

ており、持続可能な財政運営のための取り組

みが急がれなければならないと考える。 

  そこで、以下の点について伺う。 

 

(1) 実質単年度収支が５年連続赤字計上となっ

た今回の決算に対する当局の見解について 

 

(2) 中期財政計画について 

 

(3) 防府市財政健全化対策本部について 



 

№ １７ 安村 政治  

質  問  事  項 要          旨 

 

１ 水産卸売市場と潮彩市場防

府の活性化について 

 

 

 

 

 

２ 青果市場について 

 

今年度から、市と山口県漁協吉佐統括支店

とが一体となって取り組んでいる、水産卸売

市場の改革について、現在までの進捗状況に

ついて伺う。また、隣接する「道の駅潮彩市

場防府」の活性化について伺う。 

 

 

来年度施行される改正卸売市場法について、

青果市場業務条例の対応はどのように行うの

か伺う。また、取扱量の減少が続く青果市場

の活性化について、どのように考えているの

か伺う。 



 

 


